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金丸さん新著
食環境ジ ャーナリスト、

金丸弘美さんの「地域ブラ

ンドを引き出す力一トータ

ルマネジメン ト が 田 舎 を 変
える!J (合同出版)がこ

のほど出版された=写真。

国内外の活 力 あ る 地 域 の 取

り組 み か ら 、食を通した未

来の地域づ くりを提案して

いる。

金丸さんは1952年佐賀県

出身。「食からの地域再生」

などをテーマに地域活動の

コーディネートや取材・執

筆活動を展開。 2008年から

総務 省 地 域 力創造アドバイ
ザー。著書に徳之島に移住

した家族の暮らしを描いた
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り
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手
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3
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来
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を
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に
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。
作
家
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ュ
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2
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ど
、
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に
ま
つ
わ
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l
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ラ
ク
シ
ョ
ン
が
人
気

を
集
め
て
い
る
。
圏
内
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類
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す
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な
ど
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フ
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今
年
は
、
東
日
本
大
震

安門!CF君
「ゆらしい島のスローライ
フ」など。

本 書 は10章で構成。自治

体と市民、農家などが一体

になりコウノトリの生息地
を復活させた兵庫県豊岡市

や NPO法 人 が 林 業 の 新 た
な活路を開いた高知県の山

間部など国内各地のほか、

ヨーロッパ各国のグリーン
ツーリス、ムやスローフード

の先進地を巡り、取り組み

をリポートしている。
前書きでは長寿の島とい

われる徳之島での生活習慣

病 の 広 が り や 早 世 の 実 態

と、食育と健康推進活動の

展開について触れ、健康を

損ねる食生活の乱れに警鐘

を鳴らす。

本書は定価1400円(税

局U)。問い合わせは電話03
(3294) 3506合同出版ヘ。
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